
乕「税金で　住みよい社会　つくろうよ」平成14年度税に関する標語入賞作品・八潮市長賞・八條中学校２年　山本茉里奈さん（平成14年度現在）

６月は市県民税第１期、国民健康保険税・介護保険料第１期の納期です。納期内に納付をお願いします。
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行 と 
ってみたいな 

なりまち 
近隣４市１町のイベント情報を 

お届けします。 

ぜひ、お出かけください。 

朝顔市 
B7月6日豸、午前7時から 
C草加松原遊歩道(松原団地駅下車東口徒歩3分) 
G市内の園芸農家などで栽培された赤、白、紫な
どの大輪の朝顔1800鉢が、市価より2～3割安の1
鉢1500円で販売されます。市内で採れた新鮮野菜
や花卉も同時販売 
I観光協会事務局（産業振興課内）蕁922―0151A3 
663

駅前夕市 
　吉川産の新鮮でおいしい野菜を夕食の食卓にど
うぞ！売り切れる前にお早めに！ 
H6月17日貂、7月8日貂、午後5時～（2時間程度）
※雨天中止 
CJR武蔵野線吉川駅北口ロータリー内 
Gトマト・キュウリ・卵・花など吉川産の取れた
て農産物の即売 
I吉川市農政課蕁982―9482

宮沢明子　公開レッスン＆リクエストコンサート 
B6月14日貍、午後2時開演（開場30分前） 
C三郷市文化会館（三郷駅北口徒歩18分） 
G第1部は公開レッスン、第2はお客様からのリク
エスト 
H入場料S席3000円、A席2000円、B席1000円※チ
ケットは三郷市文化会館、東武よみうりセンター
などで発売中 
I三郷市文化会館蕁958―9900

結成58年！シュトゥットガルト室内管弦楽団 
B6月20日貊、午後7時開演（6時30分開場） 
C田園ホール・エローラ（北越谷駅東口、吉川駅
北口からエローラ行きバスで「中央公民館前」下
車） 
Gバッハ（ゴールドベルク変奏曲より）、チャイ
コフスキー（弦楽セレナーデ）ほか 
H＜全席指定＞大人3000円、中学生以下1500円 
I譛松伏町ふるさと文化財団蕁992―1001

三郷市 

チェコ国立ブルノ歌劇場オペラ「アイーダ」 
B6月21日貍、午後6時開演 
Cサンシティ越谷市民ホール（新越谷駅東口・南
越谷南口下車徒歩3分） 
G総勢230人を超える大型引越し公演 
H一般S席10000円、A席8000円、B席6000円、C席
4000円、学生S席7000円、A席5600円、B席4200円 
Iサンシティ越谷市民ホール蕁985―1111

松伏町 

吉川市 

越谷市 

草加市 

八
潮
盆
友
会

桜
の
木

三
ヶ
島
千
枝

菩
提
寺
の
福
蔵
院
の
境
内
に
は

古
新
田
遺
族
会
で
建
立
し
た

二
メ
ー
ト
ル
余
り
の

大
東
亜
戦
争
戦
没
者
の
碑
が
あ
る

石
碑
を
囲
む
よ
う
に

桜
の
木
が
二
本
植
え
ら
れ
て
い
て

春
に
な
る
と

慰
霊
碑
は
薄
紅
の
花
ば
な
で
蔽お

お

わ
れ
る

そ
れ
を
見
て
い
る
と

シ
ベ
リ
ア
や
南
方
の
島
々
に
散
っ
た

若
い
人
び
と
の
た
ま
し
い
が

帰
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い

は
な
び
ら
の
濡
れ
て
散
り
敷
く
農
道
を

友
の
柩
車

ひ
つ
ぎ
し
ゃ
遠
の
き
て
い
く

木
曽
根
　
　
高
谷
多
門

今
年
ま
た
柘
榴

ざ
く
ろ

の
花
の
咲
き
始
む

老
木
な
れ
ど
朱し

ゅ

に
煌き

ら

め
き
て

鶴
ヶ
曽
根
　
斉
藤
道
子

雨
戸
繰
り
朝
の
光
と
共
に
入
る

レ
モ
ン
の
花
の
香
に
め
ざ
め
た
り

南
川
崎
　
　
伊
本
則
子

千
波
湖
を
臨
み
て
賑
ふ
ひ
と
と
こ
ろ

屋
台
の
あ
り
て
人
ら
集
ま
る

南
川
崎
　
小
野
塚
喜
代
子

折
折
の
花
を
愛め

で
た
る
亡
き
姑は

は

の

姿
偲
び
つ
車
椅
子
拭
く

二
丁
目
　
　
田
中
祐
子

山
桜
花
の
奥
よ
り
一
す
じ
の

煙
の
ぼ
り
て
人
の
住
む
な
り

八
潮
六
　
　
松
元
香
代

春
風
に
舞
い
し
花
び
ら
八
重
桜

咲
く
も
美
し
散
る
も
ま
た
よ
し

西
　
袋
　
　
鈴
木
厚
子

巣
作
り
の
季
節
な
り
し
か
軒
下
に

こ
ま
め
な
雀
藁
を
運
び
ぬ

中
央
一
　
　
猪
瀬
利
助

母
の
日
に
子
ら
よ
り
届
き
し
贈
り
物

育
て
し
こ
ろ
の
遠
き
日
想
う

南
後
谷
　
　
杉
村
セ
ツ

春
風
に
花
ば
な
ほ
ぐ
れ
福
寿
草

四
阿
屋
山

あ
ず
ま
や
さ
ん

の
陽
だ
ま
り
に
満
つ

八
潮
五
　
　
林
　
悦
子

茶
を
賜
う
程
よ
き
窓
の
紅
牡
丹

鶴
ヶ
曽
根
　
斉
藤
初
子

君
の
住
む
獄

ひ
と
や
の
上
を
雁
わ
た
る

中
央
一
　
　
山
角
微
陽

老
木
の
若
葉
透
し
て
陽
の
ゆ
る
る

八
　
條
　
　
加
藤
龍
子

空
高
く
点
と
な
り
つ
つ
雲
雀
鳴
く

八
潮
七
　
　
石
井
忠
枝

蛤
に
偲
ぶ
源
氏
の
貝
合
せ

八
　
條
　
　
杉
村
知
香

げ
ん
げ
田
や
老
い
て
会
い
た
し
幼
友

鶴
ヶ
曽
根
　
平
本
千
泉

句
を
趣
味
に
生
き
る
余
生
や
風
薫
る

緑
町
五
　
　
藤
波
ふ
み

砂
浜
に
流
木
ひ
と
つ
聖
五
月

緑
町
五
　
　
村
田
恭
子

公
園
の
子
ら
を
遊
ば
す
新
樹
か
な

八
潮
七
　
　
小
倉
孝
義

花
吹
雪
風
に
も
色
の
あ
る
如
く

大
曽
根
　
　
横
山
英
道

紫
陽
花
の
衣
ま
と
い
し
山
の
寺

木
曽
根
　
　
古
根
昌
明

展
望
の
都
心
の
ビ
ル
は
春
霞

八
潮
七
　
　
茂
村
つ
留

妹
に
校
服
ゆ
ず
り
卒
業
す

大
曽
根
　
　
小
倉
花
子

ふ
る
さ
と
の
千
住
の
宿
に
鯉
幟

緑
町
三
　
　
岩
田
苑
江

若
葉
萠
ゆ
嫁
に
感
謝
の
バ
ス
の
旅

柳
之
宮
　
尼
ヶ
崎
友
江

て
っ
せ
ん
の
紫
恋
し
春
は
逝
く

西
　
袋
　
　
佐
藤
昌
義

亡
き
父
の
顔
に
重
な
る
雪
柳

西
　
袋
　
　
加
藤
誠
雄

水
玉
の
ス
カ
ー
ト
見
た
日
夏
来
た
る

西
　
袋
　
加
藤
美
恵
子

句
作
り
や
夜
の
し
じ
ま
の
朧
月

二
丁
目
　
小
野
み
ち
く
さ

咲
き
終
え
し
さ
く
ら
若
葉
に
よ
み
が
え
る

二
丁
目
　
　
奥
野
武
雄

竹
林
に
竹
林
の
笑
み
朝
日
射
し

大
曽
根
　
　
小
倉
義
孝

盆
栽
づ
く
り
を
楽
し
ん
で

▲増山
ますやま

蒼渉
あ ゆ む

ちゃん
平成14年9月21日生

〈鶴ヶ曽根〉
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ちびっこの写真を募集しています！ ちびっこの写真を募集しています！ ちびっこの写真を募集しています！ 
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潮
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友
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梅
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集
い
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28
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に
な
り
ま
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６
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古
新
田
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こ
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２
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菊
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を
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や
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に
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。
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催
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り
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潮
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手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

盆
栽
を
通
じ
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れ
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。
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作
品
も
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
は
北

区
陶
芸
展
で
文
化
振
興
財
団
奨
励
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
（
写
真
右
下
花
器
３
点
）。

も
ち
ろ
ん
陶
器
で
す
が
、
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を
彫
刻
刀
な

ど
で
削
り
、
籐
で
編
ん
で
あ
る
よ
う
に
仕

上
げ
た
も
の
で
す
。

今
で
は
、
週
末
に
仲
間
た
ち
と
陶
芸
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開
い
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し
ん
で
い
ま
す
。
生
活

の
中
に
個
性
あ
る
器
を
取
り
入
れ
た
い

方
、
陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、
童
心
に
返

っ
て
泥
ん
こ
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い
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し
て
、
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に
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作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
も
、「
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く
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く
」
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に
、
仲
間
た

ち
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悠
々
自
適
の
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活
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
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